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市議会市議会

主
な
一
般
質
問
に
対
す
る
市
側
の

答
弁
の
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
小
学
校
で
の
英
語
教
育
に
つ
い
て

旧
長
浜
地
区
で
実
施
し
て
い
る
小
学

校
で
の
英
語
教
育
は
、
平
成
19
年
度
か

ら
旧
浅
井
・
び
わ
地
区
へ
拡
大
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
移
行
措
置
と

し
て
、
こ
の
２
学
期
か
ら
、
各
校
の
実

態
に
合
わ
せ
週
１
時
間
程
度
の
授
業
を

行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。
今
後
、
指
導

に
あ
た
る
外
国
人
英
語
講
師
を
配
置
す

る
と
と
も
に
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
整
備

や
指
導
者
研
修
会
の
実
施
な
ど
を
行
い

な
が
ら
、
準
備
を
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

○
企
業
誘
致
に
つ
い
て

企
業
立
地
の
動
向
に
つ
い
て
は
、

投
資
を
手
控
え
て
い
た
企
業
が
、
景

気
回
復
を
背
景
に
、
設
備
投
資
を
行

い
つ
つ
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
こ
そ
、

様
々
な
ツ
ー
ル
を
駆
使
し
、
売
り
こ

む
好
機
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
長
浜

は
、
交
通
体
系
の
優
位
性
、
す
ば
ら

し
い
住
環
境
、
労
働
力
、
長
浜
バ
イ

オ
大
学
の
人
的
資
源
の
ほ
か
、
バ
イ

オ
・
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
施
設
に

知
的
資
源
が
集
積
さ
れ
て
き
た
こ
と

も
誘
引
要
素
に
な
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
今
後
も
関
連
機
関
と
協
力
し
、

国
内
外
の
企
業
誘
致
に
努
め
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

○
個
人
情
報
保
護
法
施
行
後
の
過
剰

反
応
と
地
域
対
策
に
つ
い
て

個
人
情
報
保
護
法
の
施
行
後
、

様
々
な
保
護
対
策
が
行
わ
れ
て
い
る

一
方
、
必
要
な
名
簿
が
作
成
で
き
な

い
な
ど
の
過
剰
反
応
に
よ
る
問
題
も

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
活
動
は
、
地
域
に
だ
れ
が
住
ん
で

い
る
か
を
お
互
い
に
知
る
こ
と
か
ら

始
ま
り
、
こ
の
こ
と
は
災
害
時
の
相

互
救
助
に
も
重
要
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

利
用
目
的
を
説
明
し
、
理
解
い
た
だ

い
た
本
人
か
ら
提
出
さ
れ
た
個
人
情

報
は
、
地
域
で
有
用
に
使
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
引
き
続
き
自
治
会

の
方
の
協
力
を
求
め
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

○
幼
稚
園
の
通
園
方
法
見
直
し
に
つ

い
て

幼
稚
園
の
通
園
方
法
に
つ
い
て
は
、

３
月
初
め
か
ら
、
各
園
で
Ｐ
Ｔ
Ａ
な

ど
と
協
議
を
重
ね
て
き
た
結
果
、「
保

護
者
が
わ
が
子
を
送
迎
す
る
個
別
送

迎
が
最
も
安
心
で
き
る
方
法
で
あ
る
」

と
す
る
も
の
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
実
情

が
異
な
る
こ
と
か
ら
、
個
別
送
迎
を

基
本
に
、
保
護
者
が
複
数
で
付
き
添

う
形
で
の
グ
ル
ー
プ
通
園
も
実
施
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
神
照
幼
稚
園
に

つ
い
て
は
、「
バ
ス
通
園
」
を
選
択
肢

の
一
つ
に
加
え
、
運
行
開
始
に
向
け

て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

○
姉
川
の
水
防
対
策
に
つ
い
て

こ
の
５
月
、
姉
川
・
高
時
川
が
水

防
法
に
基
づ
く
洪
水
予
報
河
川
に
指

定
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の

水
位
観
測
所
の
デ
ー
タ
に
加
え
、
気

象
台
が
提
供
す
る
降
水
予
測
を
も
と

に
、
警
戒
水
位
に
な
る
約
３
時
間
前

に
洪
水
注
意
報
を
、
危
険
水
位
に
な

る
約
３
時
間
前
に
洪
水
警
報
が
発
令

さ
れ
、
県
か
ら
市
に
情
報
が
入
り
ま

す
。
災
害
対
策
本
部
の
設
置
時
に
は
、

各
支
所
が
対
策
本
部
の
支
部
、
ま
た

は
現
地
対
策
本
部
と
し
て
機
能
を
受

け
持
ち
、
本
庁
と
の
連
絡
を
密
に
、

統
一
し
た
対
策
を
行
い
ま
す
。

○
新
た
な
地
域
農
業
に
つ
い
て

平
成
19
年
産
か
ら
導
入
さ
れ
る
担

い
手
重
視
の
品
目
横
断
的
経
営
安
定

対
策
は
、
高
齢
化
に
よ
る
担
い
手
不

足
、
農
産
物
の
価
格
低
迷
が
続
く
中

で
、
農
家
に
与
え
る
影
響
は
大
き
く
、

不
安
を
ぬ
ぐ
い
切
れ
な
い
実
情
は
認

識
し
て
い
ま
す
。
戦
後
最
大
の
農
政

改
革
の
な
か
、
い
か
に
意
欲
を
持
っ

て
農
業
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る

か
が
重
要
な
課
題
と
考
え
て
い
ま
す
。

農
業
を
単
な
る
作
物
作
り
に
終
わ
ら

せ
ず
、
教
育
・
福
祉
・
観
光
な
ど
新

た
な
視
点
か
ら
、
地
域
特
性
を
生
か

し
た
特
産
品
の
育
成
、
地
産
地
消
の

促
進
に
向
け
た
生
産
・
流
通
・
販
売

体
制
の
充
実
、
体
験
型
農
業
の
推
進
、

消
費
者
と
生
産
者
の
交
流
機
会
の
拡

大
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

○
電
子
入
札
の
導
入
に
つ
い
て

電
子
入
札
は
、
入
札
参
加
申
請
、

入
札
、
開
札
、
落
札
結
果
通
知
ま
で

の
入
札
業
務
を
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
用
し
て
行
う
シ
ス
テ
ム
で
す
。

発
注
者
側
に
は
、
作
業
の
効
率
化
や

透
明
性
の
向
上
、
競
争
性
の
確
保
な

ど
が
、
受
注
者
側
に
は
、
入
札
に
労

す
る
時
間
と
移
動
経
費
な
ど
の
コ
ス

ト
削
減
や
、
応
札
す
る
機
会
の
拡
大

な
ど
が
メ
リ
ッ
ト
で
す
。
し
か
し
、

導
入
に
は
設
備
投
資
や
開
発
費
、
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
確
保
の
ほ
か
、
参
加
業

者
側
に
も
機
器
な
ど
が
必
要
で
す
。

県
で
は
今
年
度
か
ら
１
億
円
以
上
の

建
設
工
事
を
対
象
に
運
用
を
開
始
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
先
進
事
例
を
参

考
に
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

○
介
護
保
険
制
度
の
見
通
し
と
課
題

第
３
期
ゴ
ー
ル
ド
プ
ラ
ン
の
推
計

で
は
、
要
介
護
認
定
者
数
は
、
平
成

26
年
に
４，

１
８
２
人
に
な
る
と
予

測
し
て
い
ま
す
が
、
軽
度
の
認
定
者

で
あ
る
「
要
支
援
１
・
２
」
の
人
に

対
す
る
新
予
防
給
付
の
実
施
や
、
虚

弱
高
齢
者
へ
の
介
護
予
防
事
業
の
実

施
な
ど
に
よ
り
、
認
定
者
数
を
約

７
％
程
度
抑
え
る
こ
と
を
目
標
に
し

て
い
ま
す
。
す
で
に
、
要
支
援
認
定

者
に
は
、
心
身
状
態
の
維
持
、
改
善

に
向
け
た
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
、
虚
弱

高
齢
者
に
は
、「
筋
力
向
上
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
事
業
」
な
ど
の
介
護
予
防
事
業

を
始
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
元
気
な

高
齢
者
や
一
般
市
民
に
も
、
介
護
予

防
の
啓
発
事
業
や
虚
弱
高
齢
者
を
地

域
で
支
え
る
「
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
事

業
」
な
ど
を
取
り
組
み
つ
つ
あ
り
ま

す
。

○
駅
前
整
備
計
画
の
見
直
し
に
つ
い
て

長
浜
駅
周
辺
整
備
は
、
昨
年
12
月

の
整
備
計
画
か
ら
、
駅
西
側
ア
ク
セ

ス
道
路
の
拡
幅
工
事
を
中
止
す
る
な

ど
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
直
流

化
と
駅
舎
改
築
で
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が

た
だ
ち
に
高
ま
る
と
考
え
に
く
い
た

め
、
事
業
先
行
型
の
施
策
か
ら
事
業

の
選
択
と
集
中
型
の
構
想
へ
変
更
し

た
も
の
で
す
。
ま
た
、
農
業
会
館
の

取
得
も
、
厳
し
い
財
政
環
境
の
中
、

過
大
な
投
資
で
あ
る
と
の
市
民
意
見

も
あ
り
、
検
討
を
重
ね
た
結
果
、
中

止
す
る
と
の
結
論
に
な
り
ま
し
た
。

助
役
に
加
藤
誠
一
氏

今
議
会
で
は
、
助
役
に
加
藤
誠
一

氏
を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
さ
れ
、

６
月
３
日
付
で
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

加
藤
誠
一
助
役
の
略
歴

昭
和
47
年
に
滋
賀
県
職
員
と
な
り
、

長
浜
市
企
画
部
長
、
県
新
産
業
振
興

課
企
業
誘
致
推
進
室
長
な
ど
を
歴
任
。

東
近
江
市
。
52
歳
。

一
般
質
問

○予算関係（主なもの）
■平成18年度一般会計補正予算を可決
総額　32億３,５66万円
(主な事業内容については４～５ページ参照)

■平成18年度の各特別会計予算を可決
○条例関係（主なもの）
■総合計画審議会条例の制定を可決

市の総合計画を策定するにあたり、その調査お
よび審議行う審議会を設置するもの

■市民文化ホール条例の一部改正を可決
長浜文化芸術会館が県から譲渡されることに伴

い、名称や位置、休館日や使用料を定めるもの
■国民健康保険条例の一部改正を可決
出産育児一時金を35万円に増額するもの
■収入役の事務の兼掌に関する条例の制定を可決

長浜市に収入役を置かず、助役にその事務を兼
掌させるもの

■長浜市税条例の一部改正<専決処分を承認>
個人市民税の非課税基準を改めるものや、耐震

改修された既存住宅の固定資産税を減額する手続
きを創設するものなど　　　　　　　　など
○その他（主なもの）
■湖北地域しょうがい者自立支援審査会の共同設置
についてを可決
■長浜労働基準監督署の存続を求める意見書を可決
労働基準監督署の再編を進める厚生労働省の計画

に対し、長浜労働基準監督署の存続を求めるもの
■観音坂トンネルの早期改修を求める意見書を可決

６月市議会から
平成18年第２回定例市議会は、６月２日

に開会し、平成18年度一般会計予算など38

議案が審議されました。

加藤誠一助役

湖
北
地
域
消
防
組
合
で
は
、
５
月
29

日
の
同
組
合
議
会
に
、
高
機
能
通
信
指

令
セ
ン
タ
ー
の
整
備
費
（
６
億
７
百
万

円
）
を
提
案
し
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

指
令
セ
ン
タ
ー
は
、
長
浜
消
防
署
に
隣

接
し
て
建
設
。
現
在
、
長
浜
・
米
原
・
東

浅
井
・
伊
香
の
各
消
防
署
で
受
信
し
て
い

る
１
１
９
番
通
報
を
、
一
括
受
信
し
、
各

署
所
へ
出
動
指
令
を
し
ま
す
。

来
年
４
月
１
日
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で

の
市
町
境
界
を
越
え
た
出
動
が
可
能
と

な
り
、
現
場
へ
の
到
着
時
間
の
短
縮
や
、

大
災
害
・
同
時
多
発
の
災
害
に
臨
機
応

変
の
対
応
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
通
信
指
令
員
の
合
理
化
に
よ
り
、

現
場
要
員
の
増
強
や
経
費
の
削
減
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。

消
防
体
制
の
強
化
に
通
信
指
令
を
一
元
化

来
年
４
月
の
運
用
開
始
を
め
ざ
す

―
湖
北
地
域
消
防
本
部
―
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